
【思考力，判断力，表現力等】

日本の文化について、自分の考えや気持ちを伝えるために必要な表現の工夫
を考え、相手に自分の考えや気持ちが伝わるよう工夫しながら紹介することが
できる。

【学びに向かう力，人間性等】

日本の文化について、自分の考えや気持ちを伝えるために必要な表現の工夫
を考え、相手に自分の考えや気持ちが伝わるよう工夫しながら紹介しようとする。

鹿児島市
教育委員会 小学校５年

外国語科

〇 Small Talkであえて情報量の少ない発表を示し、児童に考えさせることで
解決したい課題を決定できるようにする。

〇 これまでに学習した表現で使えそうなものを確認し、使用することで、学習内
容の定着を図る。

〇 工夫した点

〇 今までの授業では…

【学習課題】
ALTに日本の文化を伝えよう。

学習者主体で授業をデザインすると！

【学習課題】
ALTに日本のよさが伝わる紹介にするために、どのような工夫ができるだろう。

子どもが自ら問いを発見する

子どもが解決の方法を見通す

子どもが課題解決まで試行錯誤を繰り返す、協働する

子どもが自らの学びを振り返り、次に生かす

教師がSmall Talkであ
えて情報量の少ない発表
をする

先生 : イースターの紹介を聞いてもっと知りたいと思ったこと
はありますか。

児童A: いつあるのかな。
児童B: どうして卵に色をぬったりうさぎを飾ったりするのかな。
児童C: delicious foodって例えばどんな食べ物だろう。
先生 ： ALTの先生の気持ちになって考えると伝えたい日本の

よさがみつかりそうだね。
児童A： でも、ALTに伝わるように紹介しないといけないよ。

先生 ： ALTに日本のよさが伝わる紹介にするために、 これまで学習した表
現で、どのようなものが使えそうですか。

児童C： 写真を見せるときに、This is ～．が使えそうだな。
児童D： We have のあとに行事を入れるとよさそう。
先生 ： その行事はいつあるのかな。
児童E： 冬、winter!

先生： ロイロノートの「資料箱」に音読練習用の動画があります。教室内に置
いてある本で調べても良いです。先生に質問したり、友達と練習したりし
ても良いですよ。

先生 ： 友達や先生に発表を見てもらってアドバイスをもらいましょう。
児童A： もっとゆっくりはっきり話すといいかもね。
児童B: 笑顔がいいね。内容をもっとくわしく話したらどうかな。

先生 ： 今日はどんなことができるようになりましたか。次に生かしてみたいこ
とやがんばりたいことはどんなことですか。

児童A： 発表の最初にHello!って笑顔で言おうかな。
児童B: 前よりすらすら言えるようになったよ。
児童C: Dさんは発表の最後に歌を紹介していてすごいな。

先生 ： 日本の文化を紹介するために、
We have ～． You can ～．
という表現を使いましょう。

児童A： We have New Year’s Day 
in winter. 

先生 ： アイコンタクトやジェスチャーを
使って大きな声で発表しましょう。

【ペア、グループ】
ペアやグループで
発表

【全体】
全体共有

【個、ペア、
グループ】

試行錯誤や協働
の選択

【全体】
振り返り

「学習者主体の授業」実践例

（様式２）

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力

-1-



日置市
教育委員会 小学校６年

社会科

【知識及び技能】
政策の内容や計画から実施までの過程，法令や予算との関わりなどについて，

各種の資料で調べ，必要な情報を集め，読み取り，政治の取組を理解すること
ができる。
【思考力，判断力，表現力等】
政策の内容や計画から実施までの過程，法令や予算との関わりなどに着目し

て問いを見いだし，政治の取組について考え表現することができる。

〇 工夫した点
○ 「日置市子ども議会」を教材として取り入れた。
○ 子どもたち一人一人が問題意識をもち，生き生きと活動するために，子
どもたちにとって①身近なことであること，②自分事としてとらえること
ができること，③考えを交流したり深めたりする活動を取り入れること，
の３つの視点を取り入れた。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：前単元では，国の政治の仕組みと選挙について学習しました。今単
元では国民の願いを実現するための政治のはたらきについて学習し
ます。今日は，児童センターができるまでの過程を確認し，学習課
題を立てましょう。児童センターとはどのようなところですか。

児童Ａ：赤ちゃんや子どもが遊ぶところ。子どもを連れた親が来るところ。
先 生：児童センターがつくられるまでには，どのような人たちの，どのよ

うな働きがあったのか調べていきましょう。

先 生：この写真を見て，何か気付いたことはありませ
んか。

児童Ａ：小中学生が議会に参加している。
児童Ｂ：議員さんのまねをしているのかな？
先 生：まねだけなのかな？実は・・・
児童Ｃ：えー？自分たちがつくった意見を日置市が取り

組んでくれるんだね。すごいね。
児童Ｄ：私たちが考えたことが日置市に生かされるんだ。
先 生：皆さんだったらどんなことを議会で意見します

か？自分でやってみたいこと，実現できたらい
いなということを考え，提言書をつくってみよ
う。

【学習課題】
児童センターがつくられるまでには，どのような人たちの，どのようなはた

らきがあったのでしょう。

【学習課題】
日置市の一員である私たちにできることは何だろう。考え，提言書をつくろう。

児童Ａ：私は，この伊作田小の人数が少ないので，友だ
ちを増やすための方法を考えてみよう。

先 生：いろいろな方法があると思うけれど，実現でき
そうなものを選んで，日置市がなるほどと思う
解決方法まで調べて取り組んでみよう。

児童Ｂ：私は，この伊作田地区は，高齢者が多いので高
齢者が住みやすい町づくりを考えてみたい。

先 生：なぜ，そう考えたのかな？住みにくいところは
どんなところかな？どうすれば解決できるか
な？身近なことから考えてみよう。

児童Ｃ：何か，子どもや大人も楽しんでできるものがあ
ると日置市に住みたくなるかもね。

児童Ｄ：そうだね。楽しく，ワクワクするものを考えよ
う。

先 生：一人一人がつくった提言書について，質問や意
見を出し合ってみよう。そこから学んだことや
考えたことをまとめてみよう。

子供が自ら問いを発見する

子供が解決の方法を見通す

子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返す，協働する

子供が自らの学びを振り返り，次に生かす

（様式２）

先 生：まずは，私たちの身近なところから，課題や問題点が何かないか調べ，出し合
い，解決策を考えてみよう。

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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いちき串木野市
教育委員会

【思考力，判断力，表現力等】
鏡ではね返した日光を日かげの地面にはわせることで日光の進み方を観察し，

はね返した日光が当たった部分の明るさを確かめることができる。
【学びに向かう力，人間性等】
反射させた日光を的に当てる活動を十分に行い，どのように光は進むのかに

着目し，話し合うことで日光の直進性と明るさの違いに気付こうとする。

〇 工夫した点
〇 教師が考えた実験・観察方法ではなく,光がどのように進むのかを確かめ
るために学習者自身が見通しをもって実験や観察方法を考え,グループでそ
の方法について話し合い，実験や観察を実施させる。

〇 実験や観察を終えた後に，本時の活動を事実を基に振り返らせる。また，
令和４年度実施の全国学力調査問題(問題番号３-1)に取り組ませ，その問題
を実験や観察において再現し実際に確かめることで更に思考を深める。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：かがみではね返した日光をあちら
のかげにある的に当ててみよう。

児童Ａ：あれ私の光はどこかな？
児童Ｂ：僕の光は的に当たっているよ。
児童Ｃ：みんなの光が的に当たりました。
先 生：では,これから，かがみではね返し

た日光の進み方を調べましょう。
そのためには,はね返した日光を日
かげの地面にはわせ，日光の進み
方を調べます。…日光の進み方は
どうなっているかな。

【学習課題】
かがみではね返した日光は，

どのように進むのだろうか。

【学習課題】
かがみではね返した日光の進み方を調べるためには，どのような実験や観察を

行い，どのようなことが分かるだろうか？

小学校３年
理科

（様式２）

【導入・問題・実験・観察】

先 生：ここにある道具を使って，実験や観察をして
かがみではね返した日光の進み方を調べた
いと思います。何をどのように使えばよい
かまずは一人で考えましょう。

児童Ａ：かげにある的に，はね返した日光を当てれば
よいと思います。

先 生：では，みんなで実際にその方法で日光の進み
方を調べてみよう。
この方法で，日光の進み方はわかったかな？

児童Ｂ：日光は見えないので，わかりません。
先 生：では，日光の進み方が見えるような実験・観

察だといいね。そんな方法はないかグループ
に分かれて考えましょう。

(道具を自由に選択させる)

【まとめ・振り返り】

先 生：かがみではね返した日光の進み方を調べるた
めには，どのような実験や観察をすればよい
ですか？

児童Ａ：この映像を見てください。このように，鏡で
はね返した日光を日かげの地面にはわせるこ
とで日光の進み方は一直線であることが分か
ります(ロイロノートを活用した発表)。

(Ｒ4全国学力調査問題)

(日光を日かげの地面には
わせることで日光の進み方
が分かる実験方法)

【定着のための練習問題】

先 生：では最後にこの問題に挑戦してみましょう。
的に三角形の光を当てることができるのは
だれですか？(左図のＲ4学調問題の図を見
せ,理由まで考えて解答させる。)

児童Ａ：日光の進み方は一直線(まっすぐ)なので,的
に三角形の光を当てることができるのは,か
つやさんです。

児童が自ら実験方法を考える

意見を出し合い,協働して解決する

児童が自ら撮影した
映像を見て振り返る

定着を確かめる

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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三島村
教育委員会

【知識及び技能】
答えの求め方を理解することができる。

【思考力，判断力，表現力等】
学んだことを式や図・表などを使いながら，友達にわかりやすく説明したり，

ノートやワークシートにまとめたりすることができる。
【学びに向かう力，人間性等】
自らの学習状況を把握し，学習の進め方を試行錯誤しながら学ぼうとする。

〇 工夫した点

〇 学習計画表に基づいて，子どもたちが自分のペースで学習を進める。教科
書だけでなくタブレットやワークシートなど，自分で学習方法を選択できる
よう提案をいくつか紹介する。

〇 わからないところでつまずいている子どもがいたら，相談にのったり友達
同士で解決できるように支援したりする。

〇 タブレットの有効的な使い方を事前に指導する。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：これまでの学習を使って解
決できないかな。
前時と違うのはどこ？

（教師主導による予想）
生徒Ａ：前回の〇〇を使って解決で

きるのではないか。
（数名によるつぶやき）

先 生：じゃぁ，今日の学習は…

数名のつぶやきからをめあてを作っ
ているだけ

【学習課題】
「～はどうしたらよいだろうか。」
「～を調べよう。」
「なぜ～なのだろう。」
「～について考えよう。」

児童全員が同じ問いをもっているわけではな
いのに，同じめあてを立ててもいいのか…

【単元の学習課題】
① 第１時で学習計画表を配付し，こ
の単元で学ぶ内容を全体で確認する。

② 学習計画表を見ながら，本時で自
分が学習することを授業開始時に確
認をする。

③ 全体で指導すべき点は，授業の開
始時に説明をする。

④ 教科書や計算ドリルを使いながら，
単元の内容を自分で学ぶ。わからな
いことは動画を見たり友達に聞いた
り，できる限り自分たちで解決する。
教師は，個々の状況を観察し，相談
にのったり支援を行ったりする。

小学校３年
算数科

（様式２）

⑤ 単元の内容を一通り理解できたら，
自分たちで発展的な学習を計画し，進
めていく。
（例：問題作り，ロイロノートの資料
箱から練習問題を取り出し，問題を解
く，算数アプリ，ミニ先生になる，上
学年の授業動画を見て予習するなど）

⑥ 授業が終わったら今日学習したこと
を計画表に記入して振り返り，次時は
どこから学習を開始するか，どのよう
な課題を解決したいか確認する。

【3年生「大きい数」計画表】

【学び方のステップ】

【ステップ１】
□ 教科書を進める。
□ 学びポケットのaboard

【ステップ２】
□ ロイロノート 資料箱
□ 算数練習プリント
□ タブレット ３年算数

【ステップ３】
□ ミニ先生になってみる。
□ 自分で考えて学習する。
（例）・自分で問題を作ってみる。

・練習問題をWebからさがす。
・先生に問題集を借りる。 など

動画学習者主体の
授業風景Youtube

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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十島村
教育委員会

【知識及び技能】
比の意味や表し方，比の相当の意味を理解し，２つの数量の関係を調べて比

で表したり，等しい比をつくったりすることができる。
【思考力，判断力，表現力等】
日常の事象における数量関係に着目し，比を用いた関係の比べ方を既習の割

合と関連付けてとらえることができる。

〇 工夫した点

〇 前時に宿題として記号「：」コロンについて，身の周りにあるもので実際
に見たり，利用したりしているものから探すことから，高い関心を持つので
はないかと考えた。

〇 児童の発言などから，性質などがあることに気付かせたり，これまでの学
習との関連なども広げさせたい。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：カルピスの作り方でカルピスの原
液の量が１デシリットルで水の量
が５デシリットルの割合で混ぜる
ことを １：５ と書いて，１対
５ と読みます。では「３：２」
は何と読みますか。

児童Ａ：３対２ です。
先 生：今日は，同じように記号：を使っ

て，いろいろな数量を表してみま
しょう。

【学習課題】
数量の関係を３：２の

ように記号「：」を使っ
て表そう。

【学習課題】記号「：」はどのような場面で使われているでしょうか

小学校６年
算数科

（様式２）

先 生：この記号「：」は身の回りのどのような場面で使わ
れているでしょうか。探してきましょう。
※ 前日の宿題として取り組む。

先 生：昨日の課題でどのようなものがありましたか。
児童Ａ：部屋の時計にありました。８：５０とか。
児童Ｂ：料理の本の中で調味料の量を表していました。
児童Ｃ：お父さんの焼酎のグラスに３：７とか書いてありま

した。
先 生：Ａさんの８：５０という表現でこの記号は何を表し

ていますか。
生 徒：時刻の何時と何分を分ける意味で使われているね。
児童Ｃ：じゃあ，グラスの３：７は何を表しているのかな。

先 生：それでは，３：７は何を表しているのか予想してみ
ましょう。

児童Ｂ：タブレットを使って調べたり，ロイロノートの資料
箱を見たり，友達と相談してみてもいいですか？

個に応じた
見通しの支援

個での試行錯誤
や協働の選択

解決した課題の
共有

新しい問いの発見

先 生：この問題では，どのようなことが分かっているで
しょうか。

児童Ａ：小麦粉が１０から１００に10倍しているから，砂糖
も10倍の２０ｇにすればいいと思います。

児童Ｂ：小麦粉の量が２倍になれば，砂糖の量も２倍になる
ね。

児童Ｃ：それって比例の関係だね。
先 生：面白いところに気が付きましたね。

比に関係することをもっと調べていきましょう。

【問題】ホットケーキを作るのに小麦粉と砂糖が１０：２の比になるように使
います。同じ味のホットケーキを作るのに小麦粉が１００ｇあるとき，砂糖は
何g必要でしょうか。

視点①：子供が自ら問いを発見する

視点③：子供が課題解決まで試
行錯誤を繰り返す，協働する

視点④：子供が自らの学びを振り返り，次に生かす

視点②：子供が課題解決の方法を見通す

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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指宿市
教育委員会

【知識及び技能】
てこが水平につり合うときのきまりについて，実験用てこなどを正しく扱い

ながら調べ，てこをかたむけるはたらきは力の大きさと支点からの距離の積で
求めるられることを理解することができる。
【思考力，判断力，表現力等】
てこが水平につり合うときのきまりについて，実験結果を基に考察し，より

妥当な考えをつくりだし，表現することができる。

〇 工夫した点

〇 なかなか水平につり合わないシーソーの場面を提示し，どうやったらつり
合うかを考えさせることから，学習課題を設定し，グループで調べる活動を
通して，てこが水平につり合うときのきまりを見つける活動を行う。

〇 活動の中で，実験用てこの片方のうでにおもりを２か所つけたグループを
取り上げ，学習した内容を使って計算でつり合う方法を見つけさせるように
する。（発展的内容）

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：支点と力点の距離が長かったり，支点と作用点の距離が短かったりす
ると，てこを使って楽に持ち上げることができますね。ちょうど水平
になるには何かきまりがあるのでしょうか。

児童Ａ：支点から離れるように指を少しずつずらすと，だんだん力は小さくな
るね。

【学習課題】
てこが水平につり合うときには，どのようなきまりがあるのだろうか。

【学習課題】
50㎏のはなこさんと30㎏のたろうくんが，シーソーでつり合うにはどうしたらよいで

しょうか？
小学校６年

理科

（様式２）

先 生：50㎏のはなこさんと30㎏のたろうくんがシーソーを
しているんだけど，なかなかつり合わなくて，けん
かしているよ。どうすればいいのかな。

児童Ａ：はなこさんが重いんだから前に行けばいいんじゃな
い？

児童Ｂ：軽いたろうくんが後ろにいけばきっと水平になるよ。
児童Ｃ：前の時間に支点からの距離が関係していたから，今

度も何か関係しているんじゃないかな。
児童Ｄ：水平につり合うときのきまりがあるのかな。

先 生：実験用てこという道具がありますよ。片方のうでに
下げるおもりは変えないで調べてみましょう。
（条件制御）使い方は，いろいろな方法で調べてい
いですよ。ワークシートには二次元コードもありま
す。参考にしてみてください。

子供が自ら問いを発見する

子供が課題解決まで試行錯誤
を繰り返す，協働する

児童Ａ：おもりを下げている番号のところと，おもりの重さをかけ算したときの答
えが同じだとつり合うね。

児童Ｂ：おもりの重さと支点からの距離をかけた答えが同じだったら水平になるよ。
先 生：みんなが見つけた式でもとめた数が「てこをかたむけるはたらき」を表し

ます。
児童Ｃ：私たちのグループは，片方のうでの２か所に10ｇずつおもりをつけてみた

よ。

子供が解決の方法を見通す

児童Ｄ：２か所につけても支点からの距離とおもりの重さを
かけて，その数を合わせた数が分かればつり合いま
した。

先 生：きまりさえ分かれば，何か所つけても水平につり合
わせることができますね。
それでは，今日の学習を「わ・で・か・い・も」で
ふり返りましょう。
（わ：わかったこと で：できたこと か：かんが
えたこと い：いかしたいこと も：もっと知りた
いこと）子供が自らの学びを振り返り，

次に生かす

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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南九州市
教育委員会

【知識及び技能】
角柱や円柱の体積は，(底面積)×(高さ)で求められることを理解して，体積

を求めることができる。
【思考力，判断力，表現力等】
直方体の体積の求め方から，角柱や円柱の体積の求積公式を考えることがで

きる。

〇 工夫した点

〇 学習進行表を作成し，自ら学び進めることができるようにする。
○ 学習進行表に単元で目指す個人の目標や，学習の進め方，学習の振り返りの枠を設け

記入させ，進行状況の把握に努める。
〇 板書に，ノートの記述例を示すことで，自らノートを用いて学習に取り組めるよう

にする。
○ 一人一人の実態に合わせたスピードで学習を進められるよう，支援が必要な児童一人

一人に個別の対応を行う。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：今日は四角柱を組み合わせた立体
の体積を求めます。これまでの学
習で学んだことや考えたことを生
かすと，体積を求められそうです
ね。どのように求めたらよいと思
いますか？

児童Ａ：「底面積×高さ」で求めたらよい
と思います。

先 生：本当にそれで求められるか確かめ
るために，他の求め方をさがして
みましょう。

【学習課題】
四角柱が組み合わされた立体

の体積を求めましょう。

小学６年生
算数科

（様式２）

学習進行表

個別指導タブレットの活用

①子供が自ら問いを発見し，
学習の計画を立てる。 ②子供が解決の方法を見通す

板書に示す
学習課題

解決のための教え合い

学習の振り返り

学習の見通しをもつ

５年生で学習した立体
を２つに分ける方法で解
けないかな。

④子供が自らの学びを振
り返り，次に生かす

複雑な立体の体積も，
底面積×高さの式で求め
られるのだろうか。

③子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返し，必要なときは友達と協働する

底面を決めるために，向きを変
えたらいいんじゃない？

タブレットのドリルで確
かめよう。

どう式を立てたらよいか
わかりません…

早く終わったから，
難しい問題に挑戦し
よう！発展問題

公式を忘れて
いたり，計算ミ
スがあったので，
次は気を付けた
いな。

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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阿久根市
教育委員会

【知識及び技能】
全体の量と２つの数量の比の関係を調べ，比例配分の意味と計算の

仕方を理解することができる。
【学びに向かう力，人間性等】
比の性質を活用して，課題解決のために粘り強く取り組もうとする。

〇 工夫した点

〇 本単元の目標である比例配分の意味と計算に焦点を絞り，問題文
を具体操作ができる内容に変更し，実際に具体物を操作しながら等
しい比を確認し，主体的な活動ができるようにする。

〇 グループごとに考えたことをタブレットに入力し，互いの考えを
すぐに確認し合えるようにする。

○ ラスト10分の振り返りの時間で，今日学んだこと，できるように
なったこと，次にやってみたいこと，さらに知りたいこと等を確認
することで，次時に向けた学習の意欲を高めるようにする。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：リボンを5：4に分け
るには，どう考えれ
ばよいでしょうか。

児童Ａ：線分図にかいて考え
るといいと思います。

児童Ｂ：姉と妹で5：4なので，
全体は９で考えたら
できると思います。

先 生：分からない数をxと
して考えてみましょ
う。

【学習課題】
長さ72㎝のリボンを，姉と妹で，長さ

の比が5：4になるように分けます。それ
ぞれ何㎝になりますか。

【学習課題】
６年生15人をＡ班とＢ班で，人数が３：２になるように分けま

す。それぞれ何人になるでしょうか。
小学校６年
算数科

（様式２）

先 生：実際にブロックを使って，15人を３：２に
分けてみよう。

【個別最適な学び・協働的な学び】
児童Ａ：まず，３個と２個に分けてみよう。
児童Ｂ：15は，３個と２個のグループが３組できたよ。

先 生：考えがまとまったら，ロイロノートの提出箱
に入れてください。わからないときには，友
達の考えを見て参考にしましょう。

【個別最適な学び】
【対話活動の充実・協働的な学び】
先 生：グループごとに考えを発表してください。
児童Ａ：比を足して全体を５と考えると，計算ができます。
児童Ｂ：Ｘを使った比で考えられます。

72㎝のリボンを姉と妹で５：４に分けます。それぞ
れ何㎝になりますか。

【振り返り・自己調整力】
児童Ａ：かけ算を使って，全体を何等分しているのか

を考えて計算する。
児童Ｂ：全体を何等分しているのかは，比を足せば分

かる。

先 生：今日の学習の振り返りをします。今日学んだこ
とや分かったこと，もっと知りたいことなどを
入力して提出箱に提出しましょう。

先 生：自分の考えや友達の考えを参考にしながら，自
分が求めやすい方法で挑戦しましょう。

【個別最適な学び】

〔グループ〕
試行錯誤や協
働の選択

〔全体〕
解決した課題
の共有

先 生：これまでの学習と違うところがありますか。
児童Ａ：これまでは，種類の違うものを比に表してい

たけれど，同じものを比で分けています。

先 生：等しい比や計算で求める方法を考えてみましょう。
〔個〕
見通しの支援

〔全体〕
解決した課題
の共有

〔個〕
学びの振り返
り

〔個〕
試行錯誤

児童が試行錯誤を
繰り返す。協働する。

児童が自ら問いを
発見する。

児童が解決の方法
を見通す。

児童が自らの学びを
振り返り，次に生かす。

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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さつま町
教育委員会

【思考力，判断力，表現力等】
乗法九九を想起し，場の状況を考えながら，乗法九九を生活場面で活用する

ことができる。
【学びに向かう力，人間性等】
乗法九九を活用して，きまりを見つけたり，工夫したりして，身近な問題に

生かそうとする。

〇 工夫した点

〇 一人一人が取り組みやすい方法で活動できるように，解決するための方法
を選択させて見通しをもたせる。【選択】

〇 それぞれの考え方をホワイトボードに書かせて，可視化させ，似た考え方
を同士で分類し，共通点を見出させるようにする。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：これまでかけ算九九を学習
してきました。全部の数を
求めるには，どうしたらい
いですか。

児童Ａ：数えたらいい。
児童Ｂ：かけ算九九を使う。
児童Ｃ：まとまりを作る。
先 生：そうですね。では，まとま

りを作って考えてみましょ
う。

【学習課題】
チョコレートはぜんぶで何こありま

すか。

【学習問題】
ぜんぶの数をかんたんにもとめるには，どのようにすればよいだろうか。

小学校２年
算数科

（様式２）

先 生：チョコレートの数は，何個あるでしょう。
いつもと何が違うかな。

児童Ａ：えっ，簡単に求められない。
児童Ｂ：同じ数のまとまりがないよ。
先 生：簡単に求めるにはどうしたらいいかな。
児童Ｃ：前の時間で習ったようにまとまりで考えた

らどうかな。
児童Ｄ：ブロックを使って考えたらどうだろう。
先 生：どんな方法ならできるか，じゃあ20分間考

えてみよう。ブロックや図，ホワイトボー
ドは，ヒントコーナーに置いてあります。

児童Ｅ：６のまとまりが４個と，３のまとまりが２
個あるよ。

児童Ｆ：児童Ｇ：大きな６のまとまりが６個あるか
ら，そこから引くといいかな。

先 生：自分の考えを黒板に貼ったら，似た考えが
ないか整理してごらん。

児童Ｈ：６×５の式で求められます。
児童Ｉ：なんで，そんな式になるんですか。
児童Ｊ：はしにある３個を動かすと，６のまとまり

が５個できるから，これまでと同じように
できます。

先 生：今日の学習を振り返って気付いたことを発
表してごらん。

児童Ｋ：まとまりで分けたり，動かしたりして考え
ると九九を使うことができます。

子供が自ら問いを発見する

子供が解決の方法を見通す

子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返す，協働する

子供が自らの学びを振り返り，次に生かす

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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伊佐市
教育委員会

【思考力，判断力，表現力等】
小数でわるわり算の計算の仕方を，わる数を整数に直せば整数でわるわり算

と同様に計算できることに気付いたり，問題場面を基にわる数を整数に直す方
法を考えたりすることができる。
【学びに向かう力，人間性等】
小数でわるわり算の計算の仕方を，既習事項をもとに考えようとする。

〇 工夫した点
〇 本時の学習のポイントを明確にし，「どうして」「なんで」といった問い

から，子供たちが図や式などを使って確かめたり，説明したりする必然性を
もたせるために，予想される誤答をもとに学習問題を焦点化した。

〇 図がかけなかったり，式が思い付かなかったりする子も主体的に学習に取
り組むことができるように，問題場面に合った数直線図を選択させたり，数
直線と式をつなげたりする活動を設定したりなどして，それを選んだ理由を
基に方法について考えさせていった。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！
先 生：240÷0.8できるかな。
児童Ａ：小数をかける計算と同じよう

にできないかな。
児童Ｂ：240÷8の答えを1/10すれば，

いいと思うよ。
児童Ｃ：それだと0.8Lで240円のジュー

スが，1Lで3円になっちゃうよ。
先 生：どうやって求めればよいかな。

図や表などを使って説明でき
ないかな。

先 生：学習場面に合う図は，どっちかな。

先 生：計算の仕方が思いつかない人は、提出箱を共有しているので、友達の考えを
見てみてください。図を見て分からないことがあったら，その友達に尋ねて
みよう。

子供が自ら問いを発見する

子供が解決の方法を見通す

子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返す，協働する

【学習課題】
０.８Ｌで２４０円のジュースの，１Ｌ

あたりのねだんは何円ですか。

児童Ａ：図２じゃないかな。 先 生：どうしてそう思うの。
児童Ａ：だって，図１は0.8Lで240円になっていて，図２は1Lで240円だから図２だよ。
児童Ｂ：図１は，かけ算の時の図じゃないかな。わり算のときとの違いはどこだろう。

小学校３年
算数

（様式２）

【学習課題】
０.８Ｌで２４０円のジュースの，１Ｌ
あたりのねだんは何円ですか。

先 生： どんな式で答え
が出せるかな。考
えてみましょう。

生徒Ａ： どんな方法で考
えればいいのかな。

先生： 掛け算かな、割り
算かな。

先生：（図を示しながら）
この問題は割り算

で計算します。では、
計算してみましょう。

図１ 図2

先 生：ロイロノートに図を送るので，図に書き込んで考えたり説明したりしてみよ
う。書き込んだ図は提出箱に送ってください。

先 生：それぞれの考えと合う式はどれかでしょう。
児童Ａ：〇〇さんの考え方はＬをdLに直しているね。

これは10倍しているのと同じだから・・・。

子供が自らの学びを振り返り，次に生かす

先 生：今日の学習を振り返って、小数のかけ算と同じところや違うところについて
話し合いましょう。

児童Ａ：整数に直して計算しているのは同じだね。図にするとかけ算とわり算の違い
がはっきりしたね。

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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湧水町
教育委員会

【知識及び技能】
比の意味や表し方を理解し，数量の関係を比で表したり，等しい比をつくった
りすることができる。
【思考力，判断力，表現力等】
日常の事象における数量の関係に着目して，図や式などを用いて数量の関係の
比べ方を考察し，それを日常生活に生かすことができる。

〇 工夫した点

主体的に課題に取り組むために，算数科の特性を生かして，「現実の世界」
を意識し，日常生活との関連が深い学習課題を設定した。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：水の量と濃い飲料水の量を，
どのような関係にすればよい
でしょうか。

児 童：水と濃い飲料水を，１２０：
３０と同じ割合にすればよい
と思います。

児 童：水の量を求めたいので，それ
をｘｍＬにして，考えてみま
した。

【学習課題】
乳酸飲料水を作るのに，水１２０ｍ

Ｌとこい乳酸飲料３０ｍＬを混ぜます。
乳酸飲料が６０ｍＬあるとき，同じこ
さの乳酸飲料水を作るには，水を何ｍ
Ｌ用意したらよいですか。
【学習のめあて】
等しい比の性質を使って問題を解こ

う。

１ 題 材 比とその利用
２ 本時の目標 与えられた条件の中で，比の性質を利用してカルピスをつくる

ことができる。
小学校６年
算数科

（様式２）

日常生活の場面で比例の考え方を活用して処理するよさ

算数の学習を自分事として捉える

振

り

返

り

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力

-11-



曽於市
教育委員会

【知識及び技能】
三角形の内角の和は180度であることや多角形の内角の和は三角形に分けて

求められることを理解し、多角形の内角の和を求めることができる。
【思考力，判断力，表現力等】
三角形の内角の和を帰納的に見いだし、三角形の内角の和を基に多角形の

内角の和を考え、図や式を用いて演繹的にまとめることができる。

〇 工夫した点

〇 より発展的な課題を提示することによって、学ぶ意欲を高めるとともに、
振り返りを通して、自己の学びのよさについて理解を深めるようにする。

〇 より発展的な課題を解決するために、既習事項を拡張したり、現在の解決
方法を一般化したりする活動に協働的に取り組む場面をつくる。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：どうやって調べれ
ばいいと思います
か。

児童Ａ：三角形の3つの角の
大きさの和は180度
なので、それが何
個分かで考えれば
いいと思います。

先 生：では、三角形何個
分か、図にかいて
調べましょう。

【学習課題】

【学習課題】
百二角形の内角の和は、何度でしょう。

小学校５年
算数科

六角形の6つの角の大きさの和は、
何度でしょう。

（様式２）

先 生：図にかくのも難しいですが、もし、
百二角形があったら、内角の和は
何度になるでしょう。

児童Ａ：図にかけないなら求められません。
児童Ｂ：なんで百二？中途半端だな。
児童Ｃ：図にかかなくても求められる方法

はありますか？
先 生：きっと、この学習が終わるころに

はみなさんは考え付くようになっ
ていると思います。

児童Ｄ：それなら早くやりたいです。

先 生：じゃあ、現時点では、何角形なら求められそうですか？
児童Ｅ：六角形なら求められます。
児童Ｆ：七角形や八角形もできそうです。
先 生：それでは、みなさんが「できそう」と思っている方法で求めてください。

分からない人は、同じグループの友達に「ここ、どうすればいい？」とか
求め終わった人は「何度になった？」と聴き合っていいですよ。

先 生：六角形は、どうやって求めましたか？
＊児童が図にかいて、六角形、七角形、八角形の内角の和の求め方を説明

先 生：では、説明してくれた方法で百二角形の内角の和を求められそうですか？
児童Ｇ：今のやり方は、どうしても図をかかないとできないので、今の方法では、

できません。
先 生：今の方法を超える方法ってあるのかな？
児童Ｈ：調べた結果を表にまとめてもいいですか？
先 生：どうして表にまとめたいと思いましたか？
児童Ｇ：何か、きまりのようなものが見つかりそうだからです。
児童Ⅰ：そうだ！きまりがある！
先 生：どうやら、今の方法を超える方法がありそうですね。グループのみんなで

力を合わせて、今の方法を超えてください。
先 生：何かよい方法を見つけましたか？

＊児童がｎ角形とできる三角形の数（ｎー２）について説明
児童Ｂ：そうか。だから、百角形ではなく、百二角形だったんだ。
児童Ｊ：先生、百二角形の内角の和を求めていいですか？
児童Ｋ：やった、できた。簡単だ。
児童Ｌ：本当だ。きまりを使えば、暗算で求めることができる。
児童Ｍ：今日も、こんなにすごい問題ができるようになった。諦めないでよかった。
児童Ｎ：きまりに気付けたのがよかった。
児童Ｏ：表にまとめたから、きまりに気付くことができたんだな。

子供が自ら問いを発見する

子供が解決の方法を見通す

子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返し協働する

子供が自らの学びを振り返り、次に生かす

子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返し協働する

180度 ？

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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志布志市
教育委員会

【思考力，判断力，表現力等】
かえるくん（登場人物）のしたことや言葉から，行動の理由や表情などを想

像し，読み取ったことをもとに音読の仕方を考えることができる。
【学びに向かう力，人間性等】
単元の目標に向かって音読の仕方を工夫し，役になりきって音読劇に取り組

もうとする。

〇 工夫した点

〇 「役になりきって音読劇をしよう！」というゴールに向かう目的を意識で
きるように，学習計画の確認と前時の板書を活用した振り返る活動を毎時間
行った。

〇 音読劇の台本として活用するワークシートに，登場人物の気持ちが分かる
言葉や行動に線を引く（着目）活動を取り入れ，「～と書いてあるから，～
という気持ちだと思います。」と着目した言葉と想像した気持ちが分かるよ
うに発表する活動を取り入れた。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：それでは，今回は第２場
面の学習をします。誰が
何をしているところです
か。

児童Ａ：かえるくんががまくんに
お手紙を書いているとこ
ろです。

先 生：それでは，そのときのか
えるくんの気持ちを考え
て，２の場面をどのよう
に読めばいいか考えてい
きましょう。

【学習課題】
お手紙を書くかえるくんの気持ちを

読み取って，音読の工夫を考えよう。

【学習課題】
お手紙を書くかえるくんの気持ちがつたわる

には，どう音読したらよいだろうか。
小学校２年
国語科

（様式２）

先 生：役になりきって音読劇をす
るには，どんな学習をして
いけばよいでしょうか。

児童Ａ：読み方を工夫する！
児童Ｂ：登場人物の気持ちが分かれ

ばいいと思う。

先 生：そうですね。では，誰のど
んな気持ちを読み取ればい
いのか確認するために，ま
ずはこの場面を音読してみ
ましょう。

（児童全員で音読）
子どもが主体的かつ学習の見通し

をもてるように，めあてを立てる。

【読み取り後は，音読記号を使って，読み方の工夫を考える】

先 生：第１時で見た音読劇のビデオをもう一度，見てみよう。
（単元の導入時に活用したモデルとなる音読劇を再度，鑑賞する。）
児童Ａ：あわてている様子が分かるように読むには，・・・

先 生：どうしてここは「速く」読むのかな。
児童Ａ：かえるくんががまくんのために急いでいる気持ちが伝わるた

めにです。
先 生：かえるくんの気持ちが伝わっているか，近くの友達と読み

合ってみてもいいですよ。

【振り返り】
先 生：音読劇に一歩近づけましたか。それでは，

学習の振り返りをしましょう。
児童Ａ：かえるくんの急いでいる様子が分かるように，

読めました。
先 生：学習を振り返って，みんなで音読しましょう。

子供が自ら問いを発見する

子供が解決方法を見通す（再確認する）

子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返す，協働する

子供が自らの学
びを振り返り，
次に生かす

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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大崎町
教育委員会

【思考力，判断力，表現力等】
図形を構成する要素に着目し，構成の仕方を考察したり図形の性質を見い

だしたりしながら，対象の概念を捉えることができる。
【学びに向かう力，人間性等】
図形の対称について学んだことを生活や学習に生かそうとする。

〇 工夫した点

〇 自由進度学習を取り入れ，児童に「点対称の作図」の問題を中心に，自分
のスピードで問題を解かせていく。個・ペアなど，自力解決や相談での解決
のどちらの利点も示し，学習形態も児童に選択させる。

〇 一人一人の進み具合を教師が把握するために，1時間ごとに進度のチェッ
ク表に記入させる。解き終わった問題は，ノートを写真で撮り，ロイロノー
トを使って教師に提出させる。

「学習者主体の授業」実践例
学習者主体で授業をデザインすると！

先 生： 点対称の図形の
中心は，どのよう
にすれば，見つけ
られるでしょうか。

先 生： 一つの方法を見
つけられた人は，
ほかの方法を考え
ましょう。

一人調べ ５分
グループ 15分
発 表 10分

【学習課題】
点対称の中心は，
どうすれば求めら
れるだろうか。

【学習課題】
つりあいのとれた形を作図するときに，どの

ような性質を利用してかいたのか，友達に説明
しましょう。小学校６年

算数科

（様式２）
先生：
基本問題を解いたら，解きたい

問題から順に，自分のペースで解
いていきましょう。
一人で考えても，友達に相談し

ても構いません。

すぐに解けて，説明もできました。
もっと，難しい問題に挑戦したい
なあ。

一人で
考える

友達と
考える

【チェックカード】
〇 1時間で1問以上は進もう！
〇 解いた問題は，どのような性
質を利用したのかをノートに書
いて，ロイロノートで提出。

〇 自分の立てた計画より遅れた
ときは，家でやってもいいよ。

〇 スモールステップで，教科の
問題や計算ドリルなどの問題に
取り組みましょう。
同じ考え方で解ける問題を見

つけると，効率がいいね。

利用した性質の説明 振り返り自力解決

今までの授業では…

子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返し協働する

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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錦江町
教育委員会

【知識及び技能】
長方形・正方形の面積の公式について理解し，必要な長さを測ったり，図形

を求めやすい形に分けたり，引いたり，移動したりすれば求められることを理
解することができる。
【思考力，判断力，表現力等】
学習した面積の公式に着目して，Ｌ字型や凹型などの図形の面積の求め方を

考え，表現することができる。

〇 工夫した点

〇 Ｌ字型の図形の面積を工作用紙で作成し，切ったり，動かしたり，タブ
レットを利用したりして，図形の面積を求める時間を十分に作る。（解決方
法はいくつでも考えてよい）

〇 友達の考えをタブレットで確認しながら，自分が見つけられなかった図形
の面積の求め方を知り，考えを広めるようにする。

〇 既習の公式を利用して求めることができる図形を作成し，友達同士で問題
を出し合い，答え合わせまで行うようにする。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：長方形や正方形の面積を
求める公式は何でしたか。
公式を利用して，図形の
面積を求めてみましょう。

児童Ａ：上と下，右と左で切ると
求められます。

先 生：式と答えを書いてみま
しょう。

【学習課題】
Ｌ字型の図形の面積の求め方はいくつあるだろうか。

小学校４年
算数科

（様式２）

先 生：何の形に見えますか？
児童A：Ｌ字形に見えます。
先 生：Ｌ字型の面積ってもとめられる

のかな。
児童B：この形，長方形に見えるな。
児童C：正方形もあるよ。
先 生：色々な求め方ができそうです

ね。今日の学習のゴールはど
うしますか。

児童D：色々な方法で図形の面積を求
めたいです。

先 生：工作用紙や資料箱にL字形を準
備しています。色々な解決方
法を見つけましょう。

先 生：面積を求めるために，工作用紙，タブレットのどちらを使ってもよいで
すよ。友達同士の考えもロイロノートで共有できるようにしています。

児童が解
決の方法
を見通す

児童が
自ら問
いを発
見する

児童が課題解決まで試行錯誤を繰り返す，協働する

児童A：上と下で切って分けたら,図形の
面積を求めることができました。

児童B：左と右で分けて長方形で，求め
ることもできるよ。

児童C：大きい長方形から小さい長方形
を引くこともできるよ。

先 生：ある部分を動かして求めること
もできそうですよ。

児童D：見つけた。こんな方法もあるの
か。

児童E：練習問題でやってみたいです。
児童F：先生，自分たちでも問題を作っ

てみたいです。
先 生：次の時間に取り組んでみましょ

う。今日の学習をしっかり振り
返った後に、どんな問題を作る
か考えてみましょう。

児童が自らの学びを振り返り，次に生かす

【学習課題】
次の図形の面積を求めるには，どうすればよいだろうか。

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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南大隅町
教育委員会

【知識及び技能】
話し言葉と書き言葉との違いに気付くことができる。

【思考力，判断力，表現力等】
互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，考えを広げたりまと

めたりすることができる。

〇 工夫した点

〇 ５・６年生同じ議題で一緒に話し合うことで，学習内容の系統性が明らか
になるとともに，より一層異学年同士が協力したり，学びあったりする複式
学級のよさを生かすことができる。

〇 練習の話合いの様子をビデオで撮影し，次時にそれを見ながらよりよい
話合い活動にしていくためのブラッシュアップを行う。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：話合いを行うためには，
どのような順序で進め
ていけばよいかな。

児童Ａ：（教科書に書いてある
順序を発表）

先 生：では，その順序で話合
いの準備をしていきま
しょう。

【学習課題：５年】
たがいの立場を明確にして，話し合おう。

【学習課題：６年】
目的や条件に応じて，計画的に話し合おう。

※ ５・６年別々に話合いを行う。

【学習課題】
前時の話し合いは，どこを改善するとさらによい話し合いになるだろうか？

小学校５・６年
国語（複式）

（様式２）

先 生：前時では，「学級のみんなが本好きになるために，どんな取
組をすればよいか」について話し合いました。今日は，どん
な学習をするのでしょうか。

児 童：（学習計画表を見てから）どうすればもっとよい話合いにな
るか考えます。

児童Ａ：前時は，議題の中に目的が入っている５年生の議題だね。
児童Ｂ：５年生の議題だけど，６年生は６年生の話合いの目的を意識

しないといけないね。
先 生：いいところに気付きましたね。ではもう一度各学年の単元の

めあてとゴールを確認しましょう。

子供が解決の
方法を見通す

先 生：今日の授業の中で，自分自身が身に付けたいことをめあてと
して書きましょう。

先 生：では，前時の話合いの様子の動画を見て，それぞれの学年の
視点ごと，よかったところと改善した方がよいところをワー
クシートに記入しましょう。

児童Ａ：具体的な例を挙げていて分かりやすい。
児童Ｂ：共通点に着目し，発表の時に理由もしっかり言えている。
児童Ｃ：相手の意見を受け止めず，まず否定から入っている人がいた。
児童Ｄ：意見を広げる話合いとまとめる話合いがあいまい。
児童Ｅ：話の内容が少しずれるときがある。

先 生：各自ワークシートに書いたことを基に，グループで話し合っ
てまとめてみましょう。

グループＡ：質問の仕方を考えて，あまり発表できない人が発表でき
るようにする。

グループＢ：話の内容がずれていると思ったときは注意する。
ポイントを書いて，ずれないように注意する。
広げる話合いをする前に，ゴールを決めておく。
出た意見を整理してから，まとめる話合いに入る。

子 供 が 課 題 解 決
ま で 試 行 錯 誤 を
繰り返す，協働する

先 生：それでは，今日の学習を振り返りながら，分かったこと，次
に生かしたいこと，「なるほど」と思ったこと，疑問に思っ
たことをまとめておきましょう。 子供が自らの

学びを振り返り，
次に生かす

子供が自ら問
いを発見する

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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西之表市
教育委員会

【思考力，判断力，表現力等】
「やまなし」を読んで、作者の人生や作品の中の表現、対比から、作者がこ

めた思いについて、自分の考えをまとめることができる。
【学びに向かう力，人間性等】
表現や構成などに着目して作品の世界を捉えることに粘り強く取り組み、学

習の見通しをもって自分の考えを書こうとする。

〇 工夫した点

〇 これまでの学習を基に自分の考えを整理させ、対話活動を通して友達の考
えと比較したり、質問したりする活動を設定し、思考ツール等により考えを
可視化することで、自分の考えを再構築できるようにする。

〇 振り返りの視点を示した上で本時を振り返らせ、新しい学びや学びの変容
を伝え合わせることで互いに共有できるようにする。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

【学習課題】作者がこの作品にこめた思いについてまと
めよう。

小学校６年
国語科

（様式２）

先 生：これまで、初発の感想から生まれた問いを基に
学習計画を作成し、作者の人生、作品の中の表
現、対比に注目しながら学習を進めてきました。
今日はどんなことを学習してみたいですか。

児童Ａ：作品にこめた作者の思いを考えます。

先 生：「やまなし」は、「五月」と「十二月」の二つの場面で構成されてい
て、この二つを対比しながら読んできました。「五月」に上から来
たものは何でしたか。

児童Ａ：かわせみです。
先 生：そうですね。では、「十二月」に上から来たものは何でしたか。
児童Ｂ：やまなしです。
先 生：今日は、宮沢賢治が「やまなし」にこめた思いについて考えましょう。

【学習課題】 作者がこの作品にこめた思いについてまとめよう。

子供が自ら問いを発見する

先 生：自分の考えを書くときに大切なことは根拠を明
確にすることでしたね。これまでの学習でワー
クシートに書きためた付箋を参考にしてみてく
ださい。

子供が解決の方法を見通す
〔個〕
見通しの支援

〔グループ〕
対話を通しての考えを比較し、

自分の考えを再構築する

先 生：友達の考えで共感したり、新たに気付いたりした
ことは、メモに残して、自分の考えに生かせるよ
うにしましょう。

児童Ｂ：読み手の想像力が働くから・・・
児童Ｃ：イーハトーブもつなげているかもね。
児童Ｂ：やまなしの内容の考察をしたときに、オリジナル

の言葉をいっぱい入れている。
児童Ｃ：オリジナル…かぷかぷ、クラムボン、オノマトペ

とか。表現とイーハトーブもつなげることで、い
ろんな想像力が増すということだね。

子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返す(協働する)

〔全体〕
振り返り 先 生：学習初めの「やまなし」のイメージとこれまで学

習してきてのイメージは、こんなにも違いがあり
ますね。皆さんの見方・考え方が変わってきたと
いうことですね。

先 生：なぜ、見方・考え方が変わってきたんだろうね。
この学習を通して、どんなことが学べたのだろう。

子供が自らの学びを振り返り、次に生かす

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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中種子町
教育委員会

【知識及び技能】
水のしみ込み方は，土の粒の大きさによって違いがあることを理解すること

ができる。
【思考力，判断力，表現力等】
土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて，既習の内容や生活経

験を基に，根拠のある予想を発想し，得られた結果を基に考察し表現すること
ができる。

〇 工夫した点

〇 単元当初，晴天時と雨天時の校庭の動画をもとに，雨水の行方について気付
いたことや疑問に思ったことを話し合い，「流れる」「たまる」「しみ込
む」「かわく」など調べたいことを焦点化し，問題を見いだせるようにする。

〇 学びを振り返り，更なる習熟を図るために，駐車場に砂利が敷いてある画像
を提示し，駐車場にされている工夫を理由と共に説明する場面を設け生活経
験と結びつけて理解を深める。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：校庭の土と砂場の砂はど
ちらがつぶが大きいで
すか。

児童Ａ：砂場の方が大きい。
先 生：水のしみこみ方に違いが

あると思いますか。
児童Ｂ：つぶが大きいから砂場の

方が速いと思う。
先 生：では，つぶの大きさに

よって水のしみこみ方
にちがいがあるか調べ
ていきましょう。

【学習課題】
土やすなのつぶの大きさによって水の

しみこみ方にちがいがあるのだろうか。

【学習問題】
土やすなのつぶが大きいほど

水ははやくしみこむのだろうか。
小学校４年

理科

（様式２）

先 生：この写真を見て何か気付くことはありますか。
児童Ａ：校庭には水たまりがあるけど，砂場には水た

まりがない。
児童Ｂ：砂場は水がしみこんで，校庭は水がしみこま

なかった。
先 生：どうして。
児童Ｃ：土と砂は違うから。
先 生：土と砂は何が違うの。
児童Ｄ：種類。色。石。大きさ..
児童Ｅ：調べてみよう。
〈校庭の土と砂場の砂を虫めがねで観察する。〉
児童Ａ：校庭の土は，つぶが小さいね。色もちがうよ。
児童Ｂ：触るとざらざらするよ。砂場の砂はつぶが大

きいよ。つぶの大きさも違いがあるね。
児童Ｃ：砂場には水たまりがなかったからつぶが大き

いと水が速くしみこむのかな。
児童Ｄ：つぶが大きいとすきまができそうだね。
先 生：問題ができましたね。

先 生：このことを調べるにはどんな実験をすればよいですか。
児童Ａ：校庭の土と砂場の砂に水を入れてどちらが早くしみこむかを調べればいい。
先 生：土や砂，水の量はどうしたらいいかグループで話し合いましょう。
児童Ｂ：全部同じ量にしないといけないね。
児童Ｃ：どうして。
児童Ｄ：だって，量が違ったら，正しい結果が出ないよ。
先 生：量が違ったらどうなるの。
児童Ｅ：量が違うとくらべられないね。

先 生：どんな結果になりましたか。
児童Ａ：砂場が速かった。
先 生：このことから何がわかりますか。
児童Ｂ：つぶが大きいほど水がしみこむのが早い。
先 生：では，駐車場の写真を見てみましょう。

どんな工夫がされていますか。
児童Ｃ：水たまりができにくくなっている。

子供が自ら問いを発見する

子供が解決の方法を見通す

子供が自らの学びを振り返り，次に生かす

児童Ａ：同時に入れるよ。せーの。
児童Ｂ：やっぱり砂場の方がはやいね。
児童Ｃ：つぶが大きいとつぶの間にすきまができ

るんだろうね。

子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返す，協働する

砂場の砂：大きい

校庭の土：小さい

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力

-18-



南種子町
教育委員会

【思考力，判断力，表現力等】
自動車の輸出や原油の輸入に関する資料から読み取ったことをもとに，日本

と外国との貿易関係についての学習問題をつくり，表現することができる。
【学びに向かう力，人間性等】
日本と外国との貿易関係について予想し，それをもとに学習計画を立て，主

体的に追求しようとする。

〇 工夫した点

〇 複数の資料から，自動車の主な輸出国名や台数，また原油を輸入に依存し
ている現状を読み取らせていく。その際，地図や地球儀を活用し各国との距
離や方位などを確かめながら，児童が関心や疑問をもてるように支援してい
く。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：日本の自動車は，外国に
輸出されています。ど
のような国へ運ばれて
いるか調べましょう。

児童Ａ：台数はアメリカ合衆国が
最も多いです。オースト
ラリアや中国も多い。
ヨーロッパやアラビア半
島の国々にも輸出してい
ますね。

先 生：では，自動車の輸出の現
状から日本と世界各国と
の結びつきに着目して学
習問題をつくりましょう。

【学習課題】
日本で生産された自動車は，どこへ

輸出されているのだろうか。

【学習課題】
２つの資料を見て，分かることや疑問

に思うことはどんなことだろう。
小学校５年
社会科

（様式２）

先 生 ：この２つの資料は，何の資料で
しょう。

児童A ：日本の自動車の主な輸出先の資料
と国内で使う原油にしめる輸入の
割合の資料です。

先 生 ：さて,この資料を見て何か気付い
たことや疑問に思ったことはあり
ませんか。
（一人調べ：ノートにまとめる）
みなさんで気付いたことを交流し
ましょう。

児童B ：アメリカ合衆国への輸出量が一番
多いです。

児童C ：いろいろな国に日本の車が輸出さ
れていることが分かります。

児童A ：日本で使われている原油はほぼ全
て輸入されたものなんだ。

先 生 ：では,疑問に思ったことも交流し
てみましょう。

児童B ：どうしてアメリカ合衆国への車の
輸出がこんなに多いのかな。

児童C ：車の他に，日本が外国に輸出して
いるものは他にどんなものがある
のかな。

児童D ：原油は，99.7％が輸入されている
ようだけど，どこの国から輸入し
ているのかな。

児童A ：他にも外国から輸入しているもの
はたくさんありそうな気がする。

【資料①：日本の自動車の主な輸出先】

【資料②：国内で使う原油にしめる輸入
の割合，原油タンクとタンカー】

先 生 ：では，これからみなさんは，どんなことについて調べたいですか。
児童A ：日本が輸入しているものや輸出しているものについて調べたいです。
先 生 ：そうですね。この輸入や輸出のように国と国との間で品物を売り買いするこ

とを「貿易」といいます。では，これからの学習で，日本が行っている貿易
について調べ，学習していきましょう。

子供が自ら問いを発見する

子供が解決の方法を見通す

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力

-19-



大和村
教育委員会

【思考力，判断力，表現力等】
ニュース番組で放送する情報の決め方について，問いを見いだし，資料の情

報を読み取って自分の考えもち，考えを交流して，情報を発信するときに大切
なことについて考えることができる。
【学びに向かう力，人間性等】
発信される情報について学習したことを社会生活に生かそうとする。

〇 工夫した点

○ 学習課題について調べるための資料や考えを表現するツールを複数準備し，
子供自身で選択できるようにする。

○ 考えを共有ノートで交流し，大切なことやキーワードを明確にする。
明確になったキーワードなどをもとに，子供たち自身でまとめを行うこと

ができるようにする。
○ 「正確であれば何でも放送いてよいか」を考えさせ，更に情報を伝え方に
ついて理解を深め，情報を受け取る側として大切にすることを考えさる。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：放送局がどのようにしてニュース番組をつくっているか調べてきま
した。前の時間は何について調べたかな。

児童Ａ：取材について調べました。
先 生：じゃあ今日は，編集と放送について調べましょう。

【学習課題】
放送局は，集めた情報をどのようにまとめ，ニュース番組にして放送して

いるのでしょう。

【学習課題】
放送する情報を，どのように決めて，放

送しているのだろう。
小学校５年
教科 社会

先生：（解決のための学習の見通しを
子供と話し合いながら，学習活
動や時間を板書する。）

児童：編集している人や番組を放送する
人の話が聞きたいね。

先生：教科書や資料集に編集や放送に携わる人の話がありますよ。ロイロノートの資
料箱にも資料や動画があります。

児童Ａ：もう話し合ってもいいかな。調べて考えたことを共有ノートにかきましょう。
児童Ｂ：「分かりやすく，正確に」が大事だね。
児童Ｃ：役立つ情報が多いね。視聴者のニーズに応えることも大切にしているよ。
先 生：正確で役立つ情報だったら放送しているんだね。
児童Ｄ：なんでも放送していいのかな。
（再度，資料を調べる）
児童Ｄ：関係者や被害者が傷つかないことを考えて放送しているよ。
児童Ｂ：放送関係者とアナウンサーの両方がＯＫしたことを放送するようにしている

んだね。
児童Ａ：公正・公平というキーワードが書かれていたよ。

（考えの比較や検討を行い，キーワード
などを明確にしながら，ガイドを中心に全体のまとめを行う。）
児童Ａ：「正確」「役立つ」「視聴者のニーズ」「公正・公平」がキーワードだね。
児童Ｂ：私は、「人権」という言葉も入れたいな。
先 生：今日の学習を振り返って，学んだこと

やこれからに生かしたいことをまとめ
ましょう。（板書を写真に撮り，ロイロ
ノートで自分の振り返りをするなど→）

（様式２）

先 生：多くの取材スタッフから
大量の情報が集まるね。

児童Ａ：放送する情報をどうやっ
て決めているのかな。

まとめまで
子供たちが板書

子供が自ら問いを発見する

子供が解決の方法を見通す
写真 写真

学習課題

予想 調べる

考え

まとめ

新しい問い

考え

子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返す，協働する

子供が自らの学びを振り返り，次に生かす

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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瀬戸内町
教育委員会

【思考力，判断力，表現力等】
・ ３年生 （２，３位数）×（１位数）の計算の仕方を，具体物や図，式を
用いて表現して考えることができる。

・ ４年生 広さを数値化する方法，広さに応じた面積の単位や求め方を考え
たり，面積の単位とこれまでに学習した単位との関係を考えたりすること
ができる。

〇 工夫した点

〇 各学年の発達段階に応じて，学習の手引きを
活用し,児童が主体的に学習を進めるガイドを
育成する。

〇 「かくにん対話」「いけんこうかん対話」
「ねりあげ対話」の３つの対話・話型を用いて，
対話活動を充実させることで，児童の考えを深
める。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

先 生：今日は、図形Ａと図形Ｂの面積が，
どちらが大きいかを考えたいと思
います。みなさん，図形Ａと図形
Ｂ，どちらが大きいと思いますか。

児童Ａ：図形Aの方が大きいと思います。
先 生：どうして図形Aの方が大きいと思い

ましたか。
児童Ａ：見た感じが大きいと思ったからで

す。
先 生：それぞれの辺の長さを計って調べ

てみましょう。

【４年生学習課題】
面積の大きさを比較するには、

どのようにすればよいだろうか。

【４年生学習課題】
諸鈍小学校の校舎の面積と伊子茂小学校

の面積では，どちらが大きいだろうか。
小学校３・４年
複式指導 算数

（様式２）

先 生：先日訪問した，伊子茂小学校の
校舎と，諸鈍小中学校の校舎は，
どちらの校舎が大きいと思いま
すか。

児童Ａ：クラスの数が同じだから，そん
なに変わらない気がします。

児童Ｂ：でも，ちょっと諸鈍が大きい気
がします。

先 生：２つの校舎の大きさをどうやっ
て調べたら良いと思いますか。

児童Ａ：長さを調べたら良いと思います。
児童Ｂ：また伊子茂小学校まで行かない

と行けないよ。
先 生：それは大変だね。そこで，イン

ターネットの地図を利用して，
同じ縮尺の諸鈍小学校と伊子茂
小学校の地図を準備しました。
これを使って面積を比べるため
には，どのようにしたらよいで
すか。各自で考えてください。

児童Ａ：面積を求めて比べてみたら良い
ね。

児童Ｂ：１cm²がいくつ入るかを調べてみ
たら良いね。

先 生：どの図形でもできる方法は，他
にありませんか。「いけんこう
かん対話」をしてください。

【３年生学習課題】
繰り上がりのある計算は，どのようにす

ればよいだろうか。

ガイド：はじめに，前の時間学習した，３
ケタのかけ算について，学習しま
す。まず，復習問題に取り組みま
す。始めてください。

児童Ｃ：できました。答え合わせをしま
す。

先 生：はい，答え合わせまでできまし
たね。しっかりできていますね。
では，この問題はどうでしょう。

「かくにん対話」をしてください。
児童Ｄ：あ，繰り上がりがある計算ですね。
児童Ｅ：ちょっと難しくなってる。
先 生：そうですね。繰り上がりがあるの

で，筆算で解くときは，どのよう
にすれば良いでしょうか。
まず自分で考えてみよう。

「ずらし」の時間

教師の
見届け
・支援

・ 児童が自ら考える場面
や，児童間での対話する
場面を確保する。

・ 教師が児童の思考を妨
げるような不必要な説明や
発問をしない。

A B

児童が対話の中で思考を
深めている場面

教師が児童の対話や学習
活動を見届けている場面

子供が自ら対話したくなる問い

子供が自ら学習を見通す

子供が課題解決するまで試行錯誤を繰り返し，協働する

子供が課題
解決するまで
試行錯誤を繰
り返し，協働
する

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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１ これまでの学習内容について

徳之島に住む児童にとって，身近に感じにくい内容で，興味・関心をもち
にくく，主体的に追究する姿を表出させることが難しかった。
２ これまでのめあての設定方法について

児童に問題意識をひきだすことができずに，教師がめあてを提案していた。
先 生： 日本復帰に向けて奄美群島の人々がどのようなことをしたのかに

ついて調べていきましょう。めあては，どう書けばいいですか。
児 童： 日本復帰に向けて，奄美群島の人々はどのようなことをしたのだ

ろうかです。

天城町
教育委員会

【知識及び技能】
奄美群島日本復帰に向けた人々の取組について，各種資料を基に必要な事実

を読み取り，人々が日本復帰に向けて苦心しながらも一丸となって取り組んだ
ことを理解することができる。
【思考力，判断力，表現力等】
人々の取組に着目して，問いを見いだし，日本復帰運動の様子や人々の願い

について考え，表現することができる。

〇 児童の学習への興味・関心を高めるために，本小単元の地域の発展に尽く
した先人の学習内容ついて，島外の事象ではなく，奄美群島の日本復帰運動

に取り組んだ人々を取り扱う。
〇 興味に応じて学習を進めたり，学び合いの必要性をもたせたりするために，
追究する資料を選択できるように複数準備する。

○ 児童が日本復帰運動の様子や人々の願いについて事実を総合的に考えて自
らの考えを構築することができるようにするために，考えの理由を説明する
活動を設定する。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

【学習内容】先人の働き→【追究する事象】野井倉台地の開墾（志布志市）

【学習課題】
なぜ，奄美群島は日本復帰を果たすことができたのだろうか。小学校４年

教科 社会科

（様式２）

先 生：この年表から読み取れることは何かな。
児童Ａ：１９４６年に奄美群島がアメリカに支配された。
児童Ｂ：１９５２年に日本復帰を果たしている。
先 生：前時の学習で，統治下でアメリカ軍に反発すると

どうなると学習したかな。
児童Ｃ：逮捕される。 児童Ｂ：牢屋に入れられる。
先 生：そうだったね。では，ここまでの事実で何か疑

問はありますか。
児童Ｄ：なぜ，日本復帰をすることができたのかな。
児童Ｅ：どうやって日本復帰したのかな。
先 生：どうしてなのか予想をしてみよう。
児童Ｆ：戦争をして勝ったからじゃないかな。
児童Ａ：人々が復帰運動を頑張ったからじゃないかな。
先 生：じゃあ何に着目して調べていけばよさそうかな。
児童Ｂ：人々の取り組くんだことを調べればいいよ。

子供が自ら問いを発見する

子供が解決の方法を見通す

先 生：人々の取り組む様子について，これらの資料を基に事実を調べましょう。
１人でするか友達とするか，また，どの資料から調べるかは自分で決めてい
いよ。
（資料を基に調べる活動）

先 生：全ての資料で調べることができましたか。
児童Ａ：いいえ，終わりませんでした。児童Ｂ：１つ終わらなかったけれど，他は終

わりました。
先 生：では，友達と獲得した事実を交流してみましょう。

（事実共有の学び合い）
先 生：では，これらの事実をまとめると，人々が何をしたから，日本復帰を果たす

ことができたと言えそうかな。自分の考えをノートに記述し，そのように考
えた根拠となる事実に印をつけよう。

児童Ｃ：力を合わせて復帰運動に取り組んだからだと考えます。根拠は，署名した
人々がほぼ全員だったことや皆で断食運動に取り組んだ事実です。

児童Ｄ：復帰運動に平和的に取り組んだからだと思います。根拠は，暴力にうったえ
ることはしなかったことや何度も要望書を出した事実です。

児童Ｅ：人々があきらめず復帰運動に取り組んだからだと考えます。根拠は～。
先 生：それでは，今日の学習を振り返りながら，今日学んだこと，次に生かしてみ

たいこと，もっと調べてみたいことをまとめておきましょう。

子供が課題解決まで試行錯
誤を繰り返す，協働する

子供が自らの学びを振り返り，次に生かす

子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返す，協働する

【追究する事象】奄美群島の日本復帰運動に取り組んだ人々（奄美群島の郷土教材）

〇 工夫した点

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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〇 同じ内容を同じ方法で，同じペース進める。 

〇 受け身で，教師の指示を待つ児童の姿。 

 先  生：次は，教科書の〇〇ページを見て調べましょう。 

 児童 A：先生，たくさん見つけました。次は何ですか。 

児童 B:先生，調べ終わりました。何をすればいいですか。 

 先  生：ちょっと待っててね。 

 
★ 教師はファシリテーター 

➀決める⇒➁めあてを立てる⇒➂予想する 【個】   

先  生：学習計画表を確認して，学習することを決 

めましょう。 

児童 A：月の表面が気になる。月の表面の様子について学習しようかな。 

児童 B：昨日の月は半分が光っていたな。月の見え方について調べようかな。 

先  生：ロイロノートの提出箱に，自分で立てためあてを写真で提出しましょう。友

達のめあては見ることができますよ。 

児童 C：A さんとめあてが似ているな。 

➃ 調べる・考える【個】  

先   生：何を使って調べてもいいですよ。ワークシート 

の二次元コードを読み取ると，資料にアクセ 

スできますよ。実験は隣の部屋でできます。 

児 童 B：実験が必要だ。隣の部屋で実験をしに行こう。 

➄ みんなと考える（グループ・ペア）【協働】  

先  生：そろそろ，めあてを提出箱で確認して，友達と学習のまとめをつくりましょう。 

児童 A：C さんとめあてが似ている。一緒に話し合ってみよう。 

➅ ふりかえる【個】  

先  生：「まとめチェック」プリントで学習内容を確認しましょう。 

児童 A：クレーターという言葉が抜けていた。自分たちのまとめに付け加えておこう。 

児童 B：やっぱり，月の位置関係が関係しているんだね。 

先  生：振り返りカードで今日の学習をふり返りましょう。 

○ 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力 

【知識及び技能】 

〇  月の表面の様子を調べ，月の特徴を理解することができる。 
〇  日没直後の月の形と位置について調べ，月の形は日によって変わること

を理解することができる。 

【思考力，判断力，表現力等】 

〇  モデル実験を通して，月の形が日によって変わって見える理由を考え，表

現することができる。 

〇 工夫した点 

〇 単元内自由進度学習を行うことで，主体的に学習に取り組む態度や学習

を自己調整する力を育む。 

〇 個別と協働の指導過程を設定した授業デザインを行うことで，学習に対話

や深まりをもたせる。 

今までの授業では・・・ 

学習者主体で授業をデザインすると！ 

伊仙町 

教育委員会 
小学校６年 

理科 

子供が自ら課題を設定する。

子供が協働的な学びを見通す。 

子供が自らの学びを振
り返り，次に生かす。 

子供が自身の課題解決まで試行錯誤を繰り返す。 

子供が学習内容・事項を整理，確認する。 

【学習計画表】 

【検証をする児童】 

「学習者主体の授業」実践例 

（様式２） 
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知名町
教育委員会

【知識及び技能】
回転系や技巧系の基本的な技をすることができる（前転や後転，かべ倒立）。

【思考力，判断力，表現力等】
自己の能力に適した課題を見付け，技ができるようになるための活動を工夫

するとともに，考えたことを友達に伝えることができる。

〇 工夫した点

〇 学習のゴールを「自分たちが選んだ歌に合わせてグループ演技をしよう」
に設定した。「グループで演技をする」という意識で活動に取り組ませた。

〇 グループ演技を課題として設定することで，得意な児童は苦手な児童に分
かりやすく教える方法を考えたり，苦手な児童は自分のできる技を歌のどの
部分で表現するのかを考えたりすることができた。

「学習者主体の授業」実践例

今までの授業では…

学習者主体で授業をデザインすると！

授業者：できない技を練習
しましょう。

児童Ａ：ぼくは習った技が
すべてできるけど，
何をすればいいん
だろう。

児童Ｂ：どの技もできない。
もうしたくない。

【学習課題】
自分のできる技を見つけ，できない技をでき

るように練習しよう。

【学習課題】
自分たちが選んだ歌に合わ

せてグループ演技をしよう。
小学校３年
体育科

（様式２）

先 生：グループ発表では，どの部分をお勧めポイント
としますか。

児童Ａ：歌のリズムに合わせた回転技を見てもらいたい
な。

児童Ｂ：２方向から同時に演技をしてみよう。
児童Ｃ：グループみんなで同時に技を見せたいな。
先 生：今話し合ったことを意識して演技の練習をして

みましょう。 ○子供が自ら問いを発見する
○子供が解決の方法を見通す

先 生：それでは，今日の学習を振り返りながら，今日
考えたこと，次の時間に練習したいこと，演技
に取り入れてみたことなどを話し合いましょう。

〇 グループで互いに技を教え合う
例：後転の時は，お尻・背中・頭の順番でマットについ

て，最後にマットを手で押すといいよ。
〇 苦手な子でも活躍できる演技構成を話し合う
例：みんなができる，だるま転がりと前転を中心に構成

を考えよう。
〇 見ている人が楽しめるよう，空間を意識した演技構

成を考える
例：マットを４枚使って，前方と後方からクロスするよ

うに，前転や後転をしてみよう。歌のサビに入ると
きに，みんなで同時に前転をしよう。

〇 歌に合わせて演技を考えることで，楽しい雰囲気で
学習する

○子供が課題解決まで試行錯誤を繰り返す，協働する

○子供が自らの学びを振り返り，次に生かす

【児童の毎時間の感想から】
・ 友達と話し合って演技を考えるから楽しい。
・ 楽しいのに，すごく疲れる。たくさん動ける。
・ 音楽があるとやる気が出る。
・ 演技を見てもらうから，いいものを創りたい。

【演技の構成をグループで考える児童の様子】

【動画を見て，改善案を考える児童の様子】

【見る人が楽しめるよう
工夫した演技を練習する児童の様子】

〇 本実践例の授業で育成をめざす資質・能力
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